
「
隷
地
所
』

序

「
隷
篇
』

の
撰
述
目
的
に
つ
い
て

力日

子

国

明

『
隷
鱗
』
・
『
隷
篇
』
の
あ
ら
ま
し
と
両
蓄
の
相
違
点

漢
代
碑
mw
の
文
字
資
料
に
つ
い
て
形
体
面
か
ら
の
集
成
を
行
っ
た

こ

あ

い

き

つ

れ

い

ベ

ん

て

き

5
ん

し

よ

う

れ

し

審
物
に
、
清
の
藤
議
官
撰
『
隷
緋
』
ハ
図
1
〉
及
び
翠
雲
升
撰
門
誌

へ
ん篇
』
(
図

2γ
が
あ
る
。
河
童
図
は
共
に
、
当
時
ま
で
に
出
土
し
た
漢
碑

の
文
字
資
料
を
収
集
し
、
字
血
ハ
体
に
排
列
し
て
注
釈
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
漢
碑
は
多
く
隷
書
体
の
文
字
で
刻
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
一
般

に
漢
隷
と
総
称
さ
れ
る
が
、
碑
の
所
在
地
や
碑
文
の
審
者
に
よ
り
、

書
風
は
様
々
で
あ
る
。
そ
う
し
た
多
様
な
書
風
の
碑
文
か
ら
、
同
一

字
母
を
抜
き
出
し
て
一
ケ
所
に
集
め
、
検
索
で
き
る
形
に
編
集
し
た

も
の
が
、
こ
れ
ら
の
書
物
で
あ
る
。
両
警
の
内
容
や
手
法
は
一
見
似

て
い
る
が
、
全
巻
の
構
成
や
資
料
の
取
り
扱
い
方
に
相
違
点
が
見
出

さ
れ
る
。
小
稿
で
は
、
『
隷
弊
』
と
明
隷
篇
』
の
比
較
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
撰
者
、
が
こ
れ
ら
の
字
典
を
編
纂
し
た
目
的
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

『
隷
解
』
・
『
隷
篇
』
に
先
駆
け
て
、
漢
貌
の
隷
畳
一
同
の
碑
潟
に
問
問
し

疏
通
解
明
し
た
卦
荷
物
は
、
宋
代
に
既
に
見
ら
れ
る
。
碑
文
を
措
蓄
に

転
写
し
内
容
の
歴
史
的
考
証
を
試
み
た
洪
這
(
一
一
一
七
l
一
一
八
四
〉

の
『
隷
釈
で
『
隷
続
』
、
碑
字
を
字
書
の
形
に
編
次
し
た
劉
球
。
招

来
、
生
卒
年
不
詳
〉
の
『
隷
韻
』
、
婁
機
(
一
)
一
一
一
一
一
一
一
i
i
一
一
一
一
一
〉
の

『
漢
隷
字
源
』
、
元
代
の
字
書
の
『
漢
隷
分
韻
』
で
あ
る
。

こ
れ
ら
先
行
す
る
書
物
を
承
け
、
顧
護
士
ロ
は
更
に
資
料
を
収
集

し
、
当
時
最
も
完
備
し
た
と
言
わ
れ
る
『
隷
排
』
を
?
著
し
た
。
刊
行

は
康
熊
五
七
年
三
七
一
一
入
〉
で
あ
る
。

『
隷
鉾
』
の
体
裁
は
、
ま
ず
漢
碑
の
文
字
を
臨
慕
に
よ
っ
て
掲
げ
、

そ
の
下
に
碑
名
を
記
す
。
こ
こ
ま
で
は
先
述
の
宋
・
元
の
三
種
の
字

書
と
同
様
で
あ
る
。
次
に
そ
の
文
字
を
含
む
碑
文
の
一
節
を
引
用
す

る
。
用
例
か
ら
そ
の
隷
書
体
が
何
と
い
う
文
字
で
あ
る
か
、
証
明
で

き
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
碑
語
の
引
用
は
、
『
隷
韻
』
・
『
漢
隷
分
韻
』
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に
は
な
く
、
『
漢
隷
字
源
』
に
部
分
的
に
見
ら
れ
る
が
、
全
て
の
碑

字
に
付
し
て
い
る
の
は
『
隷
排
』
が
初
め
て
で
あ
る
。
更
に
、
歴
代

の
古
字
書
の
解
釈
や
古
典
の
用
例
等
を
引
き
、
按
語
を
付
す
。
そ
し

て
こ
れ
ら
を
宋
の
『
礼
部
韻
略
』
の
煩
序
に
よ
っ
て
排
列
す
る
。
全

八
巻
で
、
一

i
五
巻
が
本
文
、
六
巻
が
説
文
の
部
首
を
隷
書
で
示
し

解
説
し
た
「
偏
努
五
百
四
十
部
」
、
七
・
八
巻
が
採
録
碑
名
と
そ
の

考
証
で
あ
る
「
碑
孜
」
と
な
っ
て
い
る
。
八
巻
の
末
尾
に
は
、
隷
書

と
八
分
替
の
関
係
に
つ
い
て
出
説
を
摘
録
し
弁
“
託
し
た
「
隷
八
分

孜
」
と
、
茶
話
や
鍾
綴
ほ
か
の
筆
法
に
関
す
る
文
を
録
し
解
説
し
た

「
分
番
筆
法
」
を
付
し
て
い
る
。

撰
者
顧
議
官
の
生
卒
年
は
明
ら
か
で
な
く
、
彼
の
伝
記
も
簡
略

で
、
そ
の
詳
し
い
人
物
像
を
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
。
餐
鎮
撰
『
国

朝
書
画
家
筆
録
』
巻
一
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

顧
議
士
口
、
字
腕
先
、
後
改
字
天
山
。
号
南
原
。
呉
県
人
。
貫
生

充
審
問
譜
纂
修
。
官
儀
徴
教
諭
。
精
緩
象
。
エ
八
分
書
。
有
隷

緋
一
一
潟
、
行
世
。
兼
諮
問
山
水
、
宗
法
一
元
人
、
沖
和
雅
逸
、
有
鼠

情。(願
競
官
、
字
は
腕
先
、
後
に
字
を
天
山
と
改
め
、
高
原
と
号
す
。
呉
県

の
人
な
り
。
貫
生
に
し
て
皇
国
商
譜
』
築
修
に
充
て
ら
れ
る
。
官
は
儀
徴

教
諭
。
謬
薮
に
精
し
く
、
八
分
蓄
を
工
み
に
す
。
『
隷
緋
』
一
一
編
有
り
、

世
に
行
わ
る
o
'叛
ね
て
山
水
を
ふ
時
間
く
し
1

元
人
に
法
る
こ
と
を
宗
と
す
。

神
和
ハ
お
だ
や
か
)
雅
逸
に
し
て
、
風
情
有
り
。
)

墨
田
画
譜
』
と
は
、
康
照
帝
勅
撰
『
細
川
文
斎
書
蕗
譜
』
の
こ
と
で
、

書
画
に
関
す
る
評
論
・
伝
記
を
、
前
人
の
著
録
か
ら
採
録
・
編
輯
し

た
も
の
で
あ
る
。
康
照
四
四
年
(
一
七
O
五
〉
に
着
手
し
、
間
四
六
年

四
月
完
成
、
翌
年
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
か
ら
推
測
し
て
、
顧
露

士
ロ
の
生
ま
れ
は
、
康
照
初
年
で
あ
ろ
う
。
彼
が
『
侃
文
斎
晶
一
一
回
画
譜
』

の
編
纂
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
司
隷
弊
』
一
編
集
の
上
で
有
益
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
隷
排
』
の
顧
霧
吉
の
序
に
は
、
同
室
田
の

編
纂
に
三
十
年
を
費
ゃ
い
記
と
あ
り
、
そ
れ
は
康
熊
二
七
年
前
後
か

ら
五
七
年
ま
で
に
あ
た
る
。
こ
の
期
間
に
『
細
川
文
斎
書
画
諮
』
編
纂

の
時
期
が
さ
地
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
侭
文
斎
書
画
譜
』
を
見
る

と
、
巻
六
十
J
六
十
四
「
歴
代
無
名
氏
書
・
石
」
の
項
に
、
数
多
く

の
漢
碑
が
挙
げ
ら
れ
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
隷
排
』
と

も
重
な
る
仕
事
で
あ
り
、
顔
器
官
は
『
mm文
斎
書
画
譜
』
の
た
め
に

集
め
ら
れ
た
古
来
の
資
料
(
碑
字
の
拓
本
・
模
本
等
の
古
跡
と
、
碑
に
関

す
る
先
人
の
諸
説
)
を
自
ら
の
著
作
に
活
用
す
る
、
或
い
は
、
彼
の
所

蔵
し
て
い
た
資
料
を
提
供
し
て
考
証
に
役
立
て
る
、
こ
の
こ
つ
が
可

能
な
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
『
隷

排
』
の
内
容
を
、
そ
れ
ま
で
に
な
く
充
実
し
た
も
の
に
し
た
で
あ
ろ

〉
勺
ノ
。
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3〉

ま
た
、
彼
は
八
分
譲
に
工
み
で
あ
っ
た
。
滋
大
な
量
の
漢
碑
資
料

を
扱
っ
て
い
れ
ば
、
自
然
の
結
果
と
も
言
え
よ
う
。
彼
は
そ
の
腕
を



以
て
し
て
、
『
隷
排
』
採
録
の
隷
字
を
す
べ
て
自
ら
臨
撃
し
て
載
せ

た
の
で
あ
る
。

『
隷
排
』
に
後
れ
る
こ
と
約
一
世
紀
、
道
光
一
八
年
(
一
八
三
八
〉

に
、
程
雲
升
の
『
隷
篇
』
及
び
『
隷
第
続

T
『
隷
篇
再
統
』
が
刊
行

さ
れ
た
。
湖
北
省
城
(
武
畠
府
〉
の
観
海
堂
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
た
杭

州
許
槌
刻
本
に
は
、
封
商
の
裏
側
に
謬
装
で
「
道
光
十
五
年
五
月
開

〈

4
〉

彫
十
八
年
六
月
成
」
の
文
字
が
見
え
、
巻
頭
に
は
道
光
一
八
年
六
月

の
楊
以
増
の
序
、
同
年
五
月
の
陳
官
俊
の
序
が
あ
り
、
続
い
て
「
道

光
十
有
五
年
歳
在
乙
来
秋
八
月
」
の
自
序
が
あ
る
。
ま
た
、
翠
に
よ

る
「
隷
篇
続
存
続
序
」
は
道
光
戊
戊
ハ
一
八
年
〉
に
議
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
道
光
一
五
年
に
は
正
編
を
脱
稿
し
、
コ
杭
』
・
『
再

統
』
に
よ
る
増
補
を
加
え
て
刊
刻
を
終
え
る
ま
で
に
一
一
一
年
を
要
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
字
警
は
、
漢
碑
の
隷
字
を
臨
事
で
は
な
く
双
鈎
(
紙
を
重
ね
て

輪
郭
を
写
し
と
る
〉
に
よ
っ
て
掲
げ
た
。
毎
字
の
下
に
は
碑
名
と
碑
語

を
引
き
、
注
を
付
し
、
そ
し
て
全
体
を
『
類
篇
』
の
編
次
に
従
っ
て
部

首
ご
と
に
排
列
し
て
い
る
。
巻
頭
に
、
採
用
碑
自
を
列
挙
し
た
「
金

石
自
」
、
部
首
索
引
で
あ
る
「
部
自
」
、
部
首
尉
索
引
の
「
字
自
」
を

付
し
、
以
下
の
本
文
を
十
五
の
巻
に
分
か
つ
。
第
一

J
第
十
四
の
編

次
は
司
頼
関
矯
』
巻
一
、
/
、
巻
十
四
の
建
部
と
対
応
し
て
お
目
、
第
十
五

は
説
文
の
部
首
(
薬
害
〉
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
注
釈
し
隷
体
の
例
を
挙

げ
た
「
一
偏
努
」
と
、
隷
変
の
際
に
統
一
さ
れ
た
異
な
る
築
蓄
の
形
を

挙
げ
た
「
変
隷
通
例
」
と
か
ら
成
る
。
新
得
の
漢
碑
に
つ
い
て
増
補

し
た
『
続
』
十
五
巻
・
尋
続
』
十
五
巻
・

3
一
一
能
』
十
五
巻
、
も
、
巻

の
構
成
は
す
べ
て
正
編
と
対
応
し
て
い
る
。

翠
密
閉
升
は
乾
隆
一
回
一
年
(
一
七
七
六
〉
の
生
ま
れ
で
、
東
茶
(
山
東

省
披
県
〉
の
人
で
あ
る
。
字
は
文
泉
、
舜
堂
と
号
し
、
そ
の
居
を
五
経

歳
編
斎
と
一
一
一
一
口
っ
た
。
設
問
文
解
字
義
証
』
・
『
伺
移
築
分
韻
』
等
を
著
し

た
私
慌
の
弟
子
で
、
道
光
二
年
(
一
八
二
二
〉
の
進
土
、
国
子
監
助
教

に
宮
し
た
。
隷
蓄
を
普
く
し
、
収
蔵
に
富
ん
だ
。
成
豊
一

O
年
(
一

八
六
O
〉
に
卒
し
た
。
著
に
『
五
経
歳
徹
斎
集
』
が
あ
る
。

彼
が
生
ま
れ
た
の
は
、
清
朝
考
在
学
が
本
格
的
に
形
成
さ
れ
た
時

期
で
、
前
年
(
乾
隆
四
O
年
〉
に
は
段
玉
裁
(
一
七
三
五
i

一
八
一
五
〉
が

『
六
書
音
均
表
』
を
著
し
、
そ
の
翌
年
(
間
四
一
年
〉
か
ら
は
円
説
文

解
字
注
』
一
二
十
巻
の
著
述
に
向
け
て
、
『
説
文
解
字
読
』
に
着
手
し

て
い
る
。
後
に
翠
雲
升
も
ま
た
説
文
研
究
に
取
り
組
み
、
『
五
経
歳

編
斎
許
学
三
書
』
(
『
説
文
形
声
後
案
』
・
『
説
文
排
異
』
・
『
緯
許
外
篇
』
〉
を

著
し
て
い
る
。

さ
て
、
『
隷
鉾
』
と
『
隷
篇
』
と
は
一
共
に
漢
碑
の
隷
帯
一
一
同
体
の
字
血
ハ

で
、
類
似
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
明
ら
か
な
相
違
が
二
点
見
出
さ
れ

る
。
第
一
は
、
文
字
の
排
列
が
韻
に
よ
る
か
部
首
に
よ
る
か
と
い
う

点
、
第
二
は
、
こ
れ
ら
の
字
書
で
最
も
重
要
な
碑
字
の
隷
書
体
を
掲
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げ
る
の
に
、
臨
纂
に
よ
る
か
双
鈎
に
よ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
違
い
は
な
ぜ
生
じ
た
か
、
次
に
そ
れ
を
探
る
こ
と
で
、
こ
の

二
種
の
字
書
が
鍛
え
る
機
能
や
、
撰
者
の
意
図
す
る
所
を
明
ら
か
に

し
て
行
こ
う
と
思
う
。

『
隷
拙

m
T
『
隷
篇
』
の
排
列
法

『
隷
緋
』
は
文
字
を
韻
に
従
っ
て
排
列
し
、
『
隷
篇
』
は
部
首
に
従

っ
て
排
列
し
た
。
一
一
種
の
排
列
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
一
一
人
の

撰
者
は
な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

後
漢
の
立
制
文
解
字
』
に
始
ま
る
字
書
は
、
そ
の
後
の
字
数
の
増

加
に
伴
い
、
晋
の
忌
ナ
林
』
、
北
貌
の
『
会
今
文
字
』
・
『
字
書
』
、
梁

の
『
玉
篇
』
、
宋
の
『
、
汗
簡
』
・
『
類
篇
』
等
を
輩
出
す
る
が
、
こ
れ
ら

は
皆
吋
説
文
』
の
流
れ
を
、
汲
み
、
許
慎
の
創
出
し
た
「
始
一
終
亥
」

五
四

O
の
部
首
の
序
列
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
「
レ
殺
文
字
は
、

『
説
文
』
の
小
象
が
円
玉
篇
』
以
降
階
皆
一
回
に
変
わ
り
、
古
代
文
字
の

形
体
か
ら
字
義
を
追
求
し
た
許
慎
の
意
図
は
伝
わ
ら
な
く
な
る
。
親

文
字
が
糖
蓄
に
な
っ
た
結
果
、
筆
画
が
判
然
と
区
別
で
き
、
数
え
や

す
く
な
る
。
ま
た
、
字
数
の
増
加
で
一
つ
の
部
首
内
の
文
字
が
多
く

な
り
過
ぎ
不
便
と
な
っ
て
、
金
の
円
五
音
篇
海
』
で
は
、
字
数
の
多

い
部
内
の
排
列
に
つ
い
て
の
み
、
初
め
て
筆
街
法
が
採
り
入
れ
ら
れ

る
。
現
代
に
は
向
類
の
「
海
第
類
」
と
呼
ば
れ
る
字
書
が
多
数
編
纂

さ
れ
、
続
い
て
部
首
を
も
麗
数
煩
に
排
列
し
た
史
子
案
』
が
現
れ
る
。

こ
の
部
首
・
部
内
の
文
字
共
に
蕗
数
頗
に
並
べ
る
方
法
は
、
『
正
字

通
』
、
清
の
『
康
問
…
字
典
』
へ
と
受
け
継
が
れ
て
来
問
。

こ
う
し
た
歴
代
字
書
の
排
列
法
の
変
遷
に
お
い
て
、
『
隷
弊
』
・

『
隷
篇
』
の
刊
行
時
期
は
、
筆
画
法
の
『
康
問
…
字
典
』
の
後
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
『
隷
弊
』
は
、
字
書
の
こ
の
流
れ
に
は
沿
わ
ず
、
韻
に

よ
る
排
列
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
『
隷
韻
』
・
『
漢
隷
字
源
』
・
『
漢
隷

分
韻
』
を
顧
み
る
と
、
い
ず
れ
も
韻
に
よ
る
分
類
で
あ
っ
た
。

韻
蓄
は
、
唐
代
に
詩
が
隆
盛
を
来
た
し
た
こ
と
で
盛
ん
に
な
り
、

以
来
、
『
宋
本
玉
篇
』
に
対
す
る
明
広
韻
』
、
『
類
篇
』
に
対
す
る
『
集

韻
』
、
円
五
音
篇
海
』
に
対
す
る
『
五
音
集
積
』
と
い
う
よ
う
に
、
字

書
と
並
行
す
る
形
で
輩
出
さ
れ
て
来
た
。
ま
た
科
挙
に
お
け
る
必
要

も
あ
り
、
韻
警
は
知
識
人
の
間
に
十
分
浸
透
し
て
い
た
。
そ
れ
を
利

用
し
て
字
蓄
を
積
書
の
形
に
組
む
こ
と
は
、
『
説
文
解
字
』
の
伝
承
に

も
見
ら
れ
て
い
る
。
元
来
『
説
文
』
は
、
字
義
の
解
釈
と
共
に
、
文

字
の
分
類
ハ
部
首
法
〉
と
そ
の
版
序
に
も
意
義
が
あ
っ
た
が
、
南
唐
の

徐
錯
が
『
説
文
解
字
装
韻
譜
』
を
、
南
宋
の
李
惑
が
『
説
文
解
字
五

音
韻
諮
』
を
、
現
の
際
錠
が
『
説
文
韻
譜
』
を
作
り
、
韻
を
手
掛
か

り
に
『
説
文
』
の
読
み
た
い
部
分
だ
け
を

μ
引
く
μ

姿
勢
が
形
成
さ

れ
て
行
っ
た
。

こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
に
司
隷
鉾
』
は
、
引
き
や
す
き
を
重
視
し
て
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編
集
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
額
箆
士
口
の
序
は
、
編
纂

の
目
的
を
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
回
う
。

隷
排
之
作
、
窃
為
解
経
作
也
。
字
不
耕
、
別
経
不
解
。
古
文
遜

余
。
漢
人
伝
経
、
多
用
隷
写
、
変
隷
為
糖
、
益
失
本
真
。
及
唐

関
一
万
、
易
以
俗
字
、
名
儒
病
其
蕪
累
。
余
図
収
集
漢
碑
、
関
得

刊
正
経
文
0

・
:
ハ
中
略
)
:
・
於
是
鋭
士
山
精
忠
、
采
撚
漢
碑
所
有

字
、
以
為
解
経
之
助
。

わ
曾
ま

(
隷
弁
の
作
は
、
窃
か
に
経
を
解
す
る
為
に
作
る
な
り
。
字
排
え
ざ
れ

ば
、
別
ち
経
餅
ら
ず
。
古
文
部
か
な
り
て
、
漢
人
経
を
伝
う
る
に
、
多

ま
す
ま
す

く
隷
を
用
い
て
写
し
、
隷
を
変
じ
て
糖
と
為
す
や
、
益
本
真
を
失
う
。

唐
の
関
一
万
に
及
び
て
、
易
う
る
に
俗
字
を
以
て
す
れ
ば
、
名
儒
其
の
蕪

ひ
そ

累
を
瓶
う
o

余
漢
碑
を
収
集
す
る
に
因
り
て
、
関
か
に
経
文
を
刊
正
す

る
を
得
。
:
・
(
中
略
〉
・
:
是
に
於
い
て
士
山
を
鋭
く
思
い
を
精
し
く
し
、
漢

碑
の
有
す
る
所
の
字
を
采
掠
し
、
以
て
解
経
の
助
け
と
為
す
。
〉

そ
し
て
排
列
法
に
つ
い
て
は
、
向
じ
く
序
に

類
以
西
戸
、
使
於
討
問
。
た
ず

ハ
類
す
る
に
四
戸
を
以
て
し
、
討
ね
関
す
る
に
使
と
す
。
〉

と
記
す
。
こ
の
一
節
は
、
『
隷
弊
』
、
が
改
編
後
の
『
説
文
解
字
』
と
同

様
に
、
金
一
編
を
通
読
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
部
分
を
検
索
し
て

読
む
審
物
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
検
索
の
た
め
に

は
、
当
時
の
人
々
の
潤
に
最
も
浸
透
し
た
排
列
法
が
と
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
黄
設
の
「
重
銭
隷
鉾
序
」
か
ら
は
、
問
書
が
最
初
の
刊
行

か
ら
二
十
五
年
後
の
乾
隆
八
年
ハ
原
文
、
突
亥
、
一
七
回
一
一
一
〉
に
重
刻
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
伝
に
あ
る
「
隷
耕
一
一
編

有
り
、
世
に
行
わ
る
」
の
一
一
一
一
回
棄
を
、
そ
し
て
『
隷
排
』
が
当
時
の
検

索
法
に
適
応
し
て
、
引
か
れ
続
け
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え

よ
う
。一
方
の
『
隷
篇
』
は
、
宋
の
『
類
篇
』
の
排
列
法
を
と
っ
て
い
る
。

嘉
篇
』
は
、
部
品
目
の
中
で
の
文
字
の
排
列
は
韻
の
顕
で
あ
る
拐
、

部
首
の
建
て
方
は
『
説
文
解
字
』
と
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
円
隷
篇
』
の
編
纂
当
時
、
検
字
に
お
け
る
人
々
の
要
求

は
、
韻
か
ら
部
首
へ
と
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
『
隷
弊
』

前
後
か
ら
円
隷
篇
』
ま
で
に
刊
行
・
重
刊
さ
れ
た
各
種
の
字
蓄
を
年

代
願
に
列
挙
し
て
、
こ
の
間
の
排
列
法
の
傾
向
を
追
っ
て
み
よ
う
。

務
印
は
『
説
文
解
字
』
、

O
印
は
韻
、
ム
印
は
『
康
照
字
血
〈
』
の
各
排

列
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
一
部
す
。

緩
ん
康
照
五
二
年
(
一
七
二
ニ
〉
『
説
文
解
字
』
汲
古
関
第
五
次
修
氏
約

i
i
『
説
文
』
真
本

康
照
五
五
年
(
一
七
二
ハ
〉
『
康
照
字
血
〈
』

O
乾
隆
八
年
(
一
七
四
三
〉
『
隷
燐
』
重
刻

O
乾
隆
三
七
年
(
一
七
七
二
〉
寓
承
天
『
集
漢
隷
分
譲
』

ム
乾
隆
四
五
年
(
一
七
人
O
〉
演
懐
述
『
隷
法
棄
纂
』

i
j
立紙撤併』
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の
文
字
を
画
引
き
に
改
編
し
た
J
h的。

O
乾
隆
五
七
年
ハ
一
七
九
二
〉
桂
該
『
棚
隣
家
分
韻
』

。
乾
隆
五
八
年
(
一
七
九
一
一
一
〉
務
和
『
漢
碑
隷
体
挙
要
』

O
嘉
慶
元
年
(
一
七
九
六
〉
『
縁
家
分
韻
』
重
一
刻

偽
物
嘉
慶
二
年
(
一
七
九
七
〉
段
玉
裁
『
汲
古
関
説
文
訂
』

O
同

年

亥

日

省

『

選

集

漢

印

分

韻

』

。
嘉
慶
八
年
ハ
一
八
O
一
ニ
〉
謝
景
卿
『
選
集
漢
印
分
韻
続
集
』

織
物
嘉
慶
一
二
年
ハ
一
入
O
七
〉
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』

。
嘉
慶
一
四
年
三
人
O
九
)
形
溺
『
金
石
文
字
排
異
』

O
嘉
慶
一
五
年
ハ
一
八
一

O
)
円
隷
韻
』
重
刻

ム
嘉
慶
二
一
年
〈
一
八
二
ハ
)
毛
諜
『
説
文
検
字
』

ム
道
光
一
一
年
(
一
八
一
三
〉
甘
揚
戸
『
漢
隷
異
同
b

ム
道
光
年
間
了
源
内
説
文
便
検
』

ム
間
梨
、
氷
棒
『
説
文
通
検
』

以
上
の
如
く
、
依
然
と
し
て
韻
に
よ
る
も
の
が
優
勢
と
認
め
ら
れ

る
。
物
印
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
『
説
文
』
そ
の
も
の
、
ま
た
は
注

釈
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
円
説
文
』
の
排
列
に
従
っ
て
編

次
さ
れ
た
別
の
審
物
は
、
こ
の
期
間
に
は
な
い
。
『
康
照
字
典
』
の

筆
商
法
も
『
隷
篇
』
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
『
隷
篇
b

の
排
列
と
当
時
の
一
般
的
な
検
字
法
と
は
関
連
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

そ
こ
で
、
翠
雲
升
の
意
図
を
『
隷
篇
』
の
序
に
求
め
て
み
よ
う
。

録
象
変
隷
、
去
繁
趣
約
。
非
偏
芳
、
無
以
観
其
変
、
非
分
別
部

居
、
無
以
観
其
変
之
変
。
隷
第
所
為
作
也
。

(
築
よ
り
J

変
じ
て
隷
と
な
る
に
、
繁
を
去
り
て
約
に
趨
く
。
一
偏
穿
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
以
て
其
の
変
を
観
る
こ
と
無
く
、
部
居
を
分
別
せ
ざ
れ
ば
、

以
て
其
の
変
の
変
を
観
る
こ
と
無
し
。
隷
篇
を
作
る
所
為
な
り
。
)

築
書
か
ら
隷
書
へ
の
変
化
(
隷
変
〉
の
あ
り
さ
ま
を
見
る
に
は
、

「
偏
芳
(
部
首
ど
に
話
相
自
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
で
は
「
部

居
を
分
別
す
る
」
と
は
何
か
。
序
は
更
に

類
篇
之
編
字
也
、
顔
異
説
文
、
市
不
鼓
乱
偏
芳
之
旧
。
是
以
篇

内
部
居
式
遵
乎
。

ハ
類
第
の
字
を
編
す
る
や
、
頗
る
説
文
に
異
な
り
、
市
れ
ど
も
偏
穿
の
泊

を
鼠
乱
せ
ず
c

定
を
以
て
篇
内
の
部
居
、
お
以
ソ
巌
げ
た
る
か
O

〉

『
縮
問
篇
』
は
各
部
首
内
の
文
字
を
、
韻
の
棋
に
並
べ
て
い
る
。
こ
の

点
が
「
頗
る
説
文
に
異
な
る
」
が
、
部
首
の
建
て
方
は
説
文
と
変
わ

ら
ず
、
許
縮
問
が
小
蒙
を
材
料
に
考
え
出
し
た
文
字
の
分
類
法
に
遵
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
饗
雲
升
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
隷
警
の
文
字
を
分
類

し
よ
う
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
文
字
を
グ
ル
ー
プ
で
捉
え
る
の
だ
。

そ
れ
に
よ
り
、
向
じ
一
備
努
に
つ
い
て
変
形
の
し
方
に
法
射
性
が
見
出

さ
れ
、
隷
変
の
特
徴
が
鮮
明
に
な
っ
て
来
る
。
し
か
も
そ
の
際
に

は
、
橋
警
の
筆
麗
を
基
礎
に
据
え
た
『
康
熊
字
血
〈
』
の
一
二
四
部
で
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は
な
く
、
古
体
文
字
の
段
階
で
用
い
ら
れ
た
五
四

O
部
の
枠
を
は
め

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
字
の
構
成
要
素
の
う
ち
、
あ
る
も
の

は
隷
変
に
よ
っ
て
筆
画
が
整
理
・
統
合
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
異
な
る

形
に
分
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
向
じ
文
字
で
あ
っ
て
も
薬
害
と
隷
書

で
所
属
す
る
部
品
目
が
異
な
る
、
と
い
う
混
乱
が
生
じ
た
が
、
隷
蓄
を

装
蓄
の
分
類
法
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
解
決
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
翠
雲
升
は
、
そ
れ
を
巻
末
の
「
係
努
」
と
「
変
隷
通
例
」
に
ま

と
め
た
。
序
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

於
終
巻
目
録
、
窃
取
顔
氏
隷
排
偏
芳
之
意
、
而
引
伸
之
推
本
。

説
文
以
象
為
綱
。
九
築
関
而
隷
異
者
属
意
。
又
部
以
通
例
、
以

隷
為
綱
。
凡
隷
向
而
蒙
異
者
属
駕
。

(
経
巻
目
録
に
お
い
て
、
窃
か
に
顧
氏
隷
鉾
錨
穿
の
意
を
取
る
。
寵
し
て

之
を
引
伸
し
て
本
を
推
る
。
説
文
は
装
を
以
て
個
別
と
為
す
。
凡
そ
築
同

じ
く
し
て
隷
異
な
る
者
は
こ
こ
に
宙
開
す
。
又
副
う
る
に
通
例
を
以
て
し
、

隷
を
以
て
繍
と
為
す
。
九
そ
隷
同
じ
く
し
て
装
異
な
る
者
は
こ
こ
に
属

す。〉

顧
氏
の
「
偏
穿
五
百
四
一
十
部
」
は
、
隷
を
首
に
掲
、
げ
る
が
、
翠
氏

は
紳
裁
を
蓄
に
掲
げ
隷
一
体
の
実
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
部
首
に
よ
る

排
列
を
と
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
発
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
排
列
法
に
着
目
し
て
『
隷
弊
』
と
司
隷
篇
』
と
を
比
較

し
て
来
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
排
列
法
の
特
色
の
違
い
か
ら
、
額
護
士
ロ

と
翠
器
開
升
の
字
書
編
纂
に
お
け
る
視
点
の
違
い
が
見
出
さ
れ
る
。
顕

露
士
口
は
、
あ
る
一
文
字
を
問
題
に
し
て
、
そ
の
漢
碑
に
お
け
る
字
形

の
例
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
O

亀
つ
ま
り
一
宇
一
字
が
主
役
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
翠
雲
升
は
、
個
々
の
文
字
を
部
首
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に

収
め
て
お
き
、
あ
る
一
字
の
隷
体
を
求
め
る
場
合
で
も
向
グ
ル
ー
プ

内
の
他
の
文
字
と
同
時
に
取
り
出
し
、
漢
字
の
造
字
法
・
隷
変
の
治

則
に
か
な
っ
た
字
形
と
し
て
認
識
す
る
。
つ
ま
り
、
部
品
目
と
い
う
ま

と
ま
り
が
主
役
で
あ
る
。

『
隷
排
』
と
『
隷
篇
』
は
、
字
引
き
と
し
て
の
検
索
の
使
と
書
体
変

容
の
さ
ま
の
把
握
と
い
う
、
世
一
国
体
字
典
に
求
め
ら
れ
る
こ
つ
の
機
能

を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
担
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
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『
隷
拙
m
b

・
『
隷
篇
』
の
碑
字
の
掲
載
方
法

ω
臨
墓
に
よ
る
か
双
鈎
に
よ
る
か

『
隷
弊
』
も
『
隷
篇
』
も
漢
碑
の
文
字
を
、
書
物
の
上
に
忠
実
に
再

現
し
よ
う
と
し
、
そ
の
手
法
と
し
て
、
前
者
は
臨
事
を
、
後
者
は
双

鈎
を
用
い
た
。

そ
こ
で
、
雨
者
の
視
覚
的
効
果
を
比
較
す
る
た
め
、
試
み
に
「
走
」

部
の
同
一
字
母
に
つ
い
て
、
荷
量
一
日
に
掲
載
の
碑
字
を
対
照
す
る
表
を

作
成
し
た
(
図
3
〉
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
じ
碑
か
ら
採
録
し
た
同
じ

文
字
で
あ
っ
て
も
、
か
ゑ
り
字
形
や
大
き
さ
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。



吋
隷
排
』
は
、
臨
翠
に
よ
る
上
に
界
格
(
注
ニ
行
に
つ
き
碑
宇
一
行
と

な
る
罫
〉
に
合
わ
せ
て
碑
字
の
大
き
さ
を
揃
え
て
あ
る
の
で
、
版
留

は
整
然
と
す
る
が
、
碑
本
来
の
書
風
が
擦
な
わ
れ
て
い
る
。
結
構
は

明
瞭
で
あ
る
が
、
筆
屈
の
太
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
書
風
の
違
い
が
あ

ま
り
見
え
て
来
な
い
。
『
隷
篇
』
は
、
双
鈎
を
も
っ
て
写
し
た
だ
け

に
、
写
真
の
如
く
徹
底
し
て
碑
字
の
形
を
再
現
し
て
い
る
。
原
す
の

た
め
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
往
々
に
し
て
版
心
に
重
な
っ
た
り
辺
機
よ

り
は
み
出
す
こ
と
も
厭
わ
な
い
。
碑
の
斜
蝕
磨
滅
の
跡
を
も
忠
実
に

写
し
取
っ
て
い
る
の
で
、
一
筆
意
に
明
解
さ
を
欠
く
が
、
審
問
内
の
多
様

性
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。
『
隷
篇
』
の
碑
字
を
ほ
ぼ
真
の
姿
だ
と
す

つ

ま

び

ら

か

た

が

れ
ば
1

顧
籍
吉
は
、
「
碑
字
は
手
慕
よ
り
出
で
、
諦
審
な
る
こ
と
差

(
時
〉

い
無
し
よ
〈
隷
排
序
〉
と
自
信
を
見
せ
な
が
ら
も
、
か
な
り
手
を
加

え
て
調
整
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

形
体
の
字
審
で
あ
れ
ば
、
資
料
と
す
る
文
字
(
碑
字
〉
の
形
が
命
で

あ
る
。
こ
れ
を
正
確
に
伝
え
る
に
は
、
臨
翠
よ
り
双
鈎
の
方
が
優
れ

て
い
る
こ
と
は
、
一
門
臼
瞭
然
で
あ
る
。
双
鈎
に
拠
っ
た
理
由
を
、
程

一
察
升
は
立
総
篇
b

序
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
市
拠
遺
文
為
拓
本
、
為
可
信
之
模
本
、
手
自
双
鈎
豪
昔
、
必
謹

一
ぃ
口
小
一
一
樹
、
疑
似
欠
如
。
市
於
諸
箸
録
家
、
無
所
販
習
、
以

劉
氏
隷
'
韻
、
葉
氏
字
源
以
下
諸
議
、
皆
経
伝
写
重
刊
、
瀬
失
本

真
、
沿
鶏
襲
側
勝
、
心
所
来
安
爾
。

(
拠
る
所
の
遺
文
、
拓
本
た
り
、
信
ず
べ
き
の
模
本
た
る
に
、
手
も
て
岳

ら
豪
さ
を
も
双
鈎
し
、
必
ず
一
点
一
一
闘
の
、
疑
似
欠
如
を
謹
し
む
。
市

れ
ど
も
諸
の
著
録
家
に
お
い
て
、
販
欝
す
る
所
無
く
、
部
氏
隷
韻
、
宴

L
だ
い

氏
字
諒
以
下
の
諾
晶
一
一
回
、
皆
伝
写
重
刊
を
経
て
、
漸
に
本
真
を
失
い
、
読

に
沿
い
謬
を
襲
う
を
以
て
、
心
未
だ
安
か
ら
ざ
る
所
な
る
の
み
。
)

彼
は
、
宋
以
来
の
隷
書
の
字
書
の
字
体
が
、
伝
承
の
過
程
で
、
だ

ん
だ
ん
真
の
形
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
事
実
を
問
題
に
し
、
改
め
て
一

次
資
料
に
立
ち
滞
っ
た
。
そ
し
て
転
写
す
る
の
に
、
厳
密
を
期
し

て
、
敷
き
写
し
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ω
詳
字
の
取
り
扱
い

顧
霧
吉
と
翠
雲
升
の
文
字
資
料
の
扱
い
に
関
す
る
態
度
の
違
い
は

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
物
に
お
け
る
忌
詳
の
情
況
か
ら
も
見
て
と
れ

る。

( 60 ) 

ま
ず
『
隷
鉾
』
は
、
康
照
帝
の
名
、
玄
俸
の
「
玄
」
字
の
演
で
、

隷
体
の
文
字
の
末
筆
を
欠
い
て
い
る
(
図
4
〉
。
兼
詳
で
あ
る
「
弦
」

字
の
隷
体
も
、
同
様
に
欠
筆
す
る
。
顧
霧
吉
は
、
時
の
皇
帝
の
名
を
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部
っ
て
、
貴
重
一
な
文
学
資
料
に
さ
え
も
手
を
加
え
て
い
る
。

で
は
『
隷
篇
』
は
ど
う
か
。
本
来
「
玄
」
と
盟
関
く
べ
き
部
首
見
出

し
(
椅
番
〉
を
「
一
克
」
の
字
に
代
え
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

廟
詩
宜
敬
、
護
避
用
。
遵
功
令
、
以
元
字
代
。
偏
努
欠
末

世章。
(
廟
誇
宜
し
く
敬
い
、
謹
し
ん
で
用
う
る
を
避
く
る
べ
し
。
功
令
に
遵

い
、
一
克
字
を
以
て
代
う
。
偏
穿
は
末
筆
を
欠
く
o
〉

人
目
引
一
宮
山
内
川
す
一
明
玄

白

百

十

グ

2
功
行
一
一
¥
ジ
;
キ

ー

ス

4

5
〉
〉
宮
字
会
」
ミ
ミ
)
1
1
j
-
7
1
5

君
梓
!
口
一

M
M一
一
り
引
い
。
J

深
沢
U
〉
君
主
8

2
2
i
円
一
一
/
匂

vi
芝
!

そ
の
下
に
、
碑
字
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
載
せ
て
い
る
(
図
5
〉
。
「
功

令
」
と
は
学
業
課
程
に
関
す
る
天
子
の
詔
令
集
の
こ
と
で
、
「
玄
」

と
輩
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
は
、
こ
の
詔
令
に
よ
り
つ
克
」
の
字
を
代

わ
り
に
書
く
。
「
偏
芳
」
と
は
巻
末
の
説
文
の
部
首
ご
と
に
隷
体
を

示
し
た
「
一
錦
穿
」
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
見
る
と
、
確
か
に
欠
筆
し
た

隷
警
の
「
玄
」
の
字
が
並
ん
で
い
る
ハ
密
6
1
こ
れ
ら
は
何
を
意
味

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

え
令
。
食
文
系
・
品

入
掛
川
伏
・
之
主

「
偏
努
」
に
挙
げ
た
隷
字
は
、
翠
雲
升
の
臨
事
に
よ
る
。
碑
字
の

「
玄
」
は
欠
筆
せ
ず
に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
臨
事
の
際
は
そ

う
は
い
か
な
い
。
つ
ま
り
、
翠
雲
升
に
と
っ
て
も
「
玄
」
字
は
書
け

な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
臨
官
事
は
彼
の
筆
跡
だ
が
、
双
鈎

は
文
字
を
書
い
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
姿
を
写
し
取
っ
て
恥

い
た
図
版
な
の
で
あ
る
。

康
問
一
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
隷
排
』
に
見
え
る
詳
字
は
「
玄
」
の

み
だ
が
、
以
後
の
皇
帝
の
名
の
文
字
を
『
隷
篇
』
に
求
め
る
と
、
い
ず

れ
も
碑
字
の
上
に
功
令
に
よ
る
遊
詩
の
方
法
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
本
来
は
次
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

薙
正
帝
胤
旗
の
「
出
胤
」
↓
「
允
」
に
代
え
る

乾
隆
帝
弘
麿
の
「
弘
」
↓
「
宏
」
に
代
え
る

嘉
慶
帝
額
淡
の
「
時
間
」
↓
末
二
筆
を
欠
く

道
光
帝
5
7
(

寧
の
「
長
」
↓
「
町
一
」
の
上
の
一
点
を
欠
く

同

じ

く

「

寧

」

ly
「
官
こ
と
作
る

し
か
し
碑
字
は
、
や
は
り
手
を
加
え
ず
に
載
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

μ
碑
字
は
図
版
で
あ
る
μ

と
の
態
度
を
貫
く
こ
と

で
、
翠
雲
升
は
禁
令
を
犯
さ
ず
し
て
文
字
資
料
を
守
っ
た
。
こ
れ
は

『隷篇~ r玄j字間5

ザ
吋
す
す
す
?

函
6 

『
隷
穣
』
第
十
五
「
偏
穿
」
の
「
玄
」
字

( 61 ) 



臨
纂
で
は
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
古
文
字
を
真
め

姿
に
よ
り
近
い
形
で
伝
え
よ
う
と
い
う
編
集
意
図
に
お
い
て
、
『
隷

篇
』
が
『
隷
排
』
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

結

ぴ

『
隷
排
』
・
q
曲
線
第
』
の
体
裁
の
違
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
撰
述
毘
的

の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
均
し
く
漢
代
碑
鴻
の
文
字
を
対
象
に

し
て
も
、
願
議
士
口
と
翠
雲
升
と
で
は
、
形
の
異
な
る
字
書
が
生
ま
れ

た
。
一
字
一
字
を
追
求
し
て
検
索
の
し
や
す
さ
を
前
一
回
に
出
し
た

『
隷
緋
』
と
、
漢
字
の
持
つ
体
系
に
注
目
じ
て
碑
字
の
分
類
に
力
点
を

置
い
た
『
隷
篇
』
、
碑
字
の
大
き
さ
を
揃
え
て
審
物
と
し
て
見
や
す

く
一
編
集
し
た
、
『
隷
緋
』
と
、
精
密
な
複
写
で
文
字
資
料
の
価
値
を
損

な
わ
な
い
努
力
を
し
た
『
隷
篤
』
、
こ
れ
ら
か
ら
、
顔
議
吉
が
目
ざ
し

た
の
は
経
官
官
校
勘
に
有
益
な
工
兵
器
閣
の
提
供
で
あ
り
、
翠
雲
升
が
目

ざ
し
た
の
は
古
跡
の
保
存
と
書
体
変
化
の
状
況
分
析
で
あ
っ
た
、
と

言
え
る
の
で
あ
る
。

注(
1
〉
こ
の
字
警
に
は
撰
者
・
時
代
共
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
字
の
分

類
に
韻
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
韻
自
が
一
元
の
『
古
今
韻
会
挙
要
』
と
一
致

し
て
い
る
。
例
え
ば
平
戸
は
「
一
東
・
ニ
冬
・
一
一
一
江
・
四
支
:
・
」
と
な

り
、
宋
の
『
広
韻
ケ
司
礼
部
韻
略
』
等
を
含
む
知
山
韻
系
の
韻
目
「
一
束
・

ニ
冬
・
一
ニ
鍾
・
四
江
;
・
」
と
は
異
な
る
た
め
、
来
で
は
な
く
元
の
も
の
で

あ
る
と
推
定
で
き
る
。
『
四
庫
全
害
総
自
』
に
「
不
著
撰
人
名
氏
、
亦
無

時
代
。
考
其
分
譲
、
以
一
東
二
冬
三
江
等
漂
白
、
同
定
元
韻
非
宋
韻
失
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
2
〉
原
文
「
搭
其
愚
才
、
積
一
一
一
十
年
之
久
、
然
後
成
書
。
」

(

3

)

震
鈎
撰
『
密
朝
書
人
輯
略
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
顧
議
吉
の
蓄
に
関
し

て
先
に
引
い
た
伝
記
の
佑
に
、
以
下
の
ニ
例
の
記
述
が
あ
る
。
呉
修
撰

『
昭
代
名
人
尺
般
小
伝
』
「
普
書
、
精
謬
装
及
八
分
書
。
(
童
福
ー
を
諮
問
く
し
、

謬
築
及
び
八
分
警
に
精
な
り
。
〉
」
方
朔
撰
『
枕
経
堂
金
石
践
』
「
善
隷
書
、

有
孔
廟
諸
碑
意
致
。
(
隷
蓄
を
普
く
し
、
孔
廟
諾
碑
の
意
致
有
り
o
〉」

(
4
〉
た
だ
し
、
一
九
八
=
一
年
中
華
害
鳥
影
印
許
縫
本
に
は
、
こ
れ
が
な
い
。

(
5
〉
『
隷
篇
』
で
は
漢
碑
の
文
字
の
な
い
部
首
に
つ
い
て
は
部
を
建
て
な

い
。
よ
っ
て
、
各
部
首
の
所
属
す
る
巻
と
序
列
は
『
類
篇
』
と
一
致
す
る

が
、
部
首
の
総
数
は
『
類
篇
』
の
五
四
回
に
達
し
な
い
。

(
6
〉
「
隷
篇
続
再
読
序
」
(
道
光
一
八
年
〉
の
末
尾
に
「
別
為
三
続
可
也
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ヨ
ニ
続
』
と
い
う
書
名
は
用
い
ら
れ
や
す
、

詮

(
4
〉
の
中
華
警
局
影
印
本
に
は
『
再
統
』
の
後
に
更
に
『
存
続
』
の

名
で
増
補
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
成
害
年
代
は
不
明
。
序
は
な
い
。
前

後
二
種
の
円
一
丹
続
』
は
観
海
堂
影
印
本
で
は
合
一
さ
れ
、
先
の
序
と
向
じ

一
葉
中
に
続
け
て
「
甲
辰
ハ
道
光
二
四
年
、
一
八
四
回
)
一
変
五
月
」
に
付

記
さ
れ
た
序
が
あ
る
。

〈

7
〉
乾
隆
元
年
{
嘉
慶
一

O
年
(
一
七
三
六

i
一
入

O
五
〉
山
東
曲
尚
早
の

人
c

字
、
来
谷
。
号
、
冬
持
。
碑
版
の
考
誌
に
長
じ
、
漢
隷
・
装
刻
を
普

く
し
、
古
印
の
収
践
に
富
ん
だ
。

( 62 ) 



〈

8
〉
『
国
朝
書
画
家
筆
録
』
巻
自
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
「
翠
雲
升
、

字
文
泉
、
山
東
披
県
人
。
桂
樹
同
弟
子
。
道
光
壬
午
進
士
。
官
爵
子
監
助
教
。

工
隷
書
、
以
挽
力
致
勝
。
著
五
経
歳
徹
斎
集
。

(
9
)

福
田
譲
之
介
氏
は
『
中
国
字
醤
史
の
研
究
』
(
一
九
七
九
、
明
治
番

院
〉
第
ニ
縞
・
第
二
章
・
第
四
節
「
玉
篇
」
で
、
原
本
『
玉
篇
』
は
親
文

字
を
隷
撃
で
出
し
た
と
す
る
が
、
原
本
『
玉
篇
』
の
泊
紗
本
(
早
稲
田
大

学
蔵
及
び
古
逸
議
警
本
〉
の
親
文
字
は
構
替
で
、
一
指
毘
氏
の
説
が
ど
の
本

に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
親
文
字
が

小
銭
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

ハ
初
〉
『
説
文
解
字
』
以
後
の
字
書
に
つ
い
て
は
、
福
田
氏
前
掲
書
第
二
編
・

第
二
葉
「
説
文
解
字
以
後
の
字
書
」
及
び
第
一
一
一
編
「
部
首
法
か
ら
筆
画
法

へ
の
流
れ
」
を
参
照
。

ハ
日
〉
明
説
文
』
の
排
列
の
改
変
に
関
し
て
は
、
河
辻
哲
次
氏
『
漢
字
学
『
説

文
解
字
』
の
世
界
』
ハ
一
九
八
五
、
東
海
大
学
出
版
会
)
第
二
部
中
、
「
『
説

文
解
字
社
説
』
と
『
波
古
関
説
文
訂
ど
及
び
福
田
氏
前
掲
書
第
二
編
・
第
一

章
・
第
十
節
「
十
二
説
文
解
字
に
関
連
し
た
検
字
の
書
」
を
参
照
。

ハ
ロ
〉
清
・
呉
県
の
人
。
字
は
呑
淫
。
乾
経
の
挙
人
。

(
刊
以
〉
認
知
篇
』
の
部
首
は
五
回
西
部
で
、
『
説
文
』
よ
り
西
部
多
い
。
こ
れ

は
「
州
内
」
「
食
」
「
木
」
「
水
」
の
各
部
の
字
数
、
が
特
に
多
い
た
め
、
上
下

に
分
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
実
質
的
に
は
『
説
文
』
の
建
部
と
変
わ

ら
な
い
。

ハ
刊
は
〉
高
橋
ト
国
科
子
氏
は
、
汲
古
簡
本
の
校
定
は
五
四
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
が
、
正
式
の
刊
行
は
一
一
凶
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
「
明
説
文
解
字
』
毛
氏
波
古
関
本
に
つ
い
て
H

Q
波
古
』
第
ニ
七
号
、
一

九
九
五
〉
よ
っ
て
、
『
説
文
解
字
五
音
韻
誠
立
が
流
行
し
て
、
『
説
文
解
字
』

そ
の
も
の
で
あ
る
と
ま
で
誤
解
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
も
と
の
形
の
『
説

文
』
が
広
く
人
々
の
自
に
触
れ
た
の
は
、
こ
の
第
五
次
修
改
本
が
最
初
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

(
日
〉
『
隷
弊
』
の
和
刻
本
に
は
、
鎌
田
禎
(
環
斎
)
校
寛
政
三
年
(
一
七
九

一
)
刊
本
と
、
安
藤
龍
細
川
増
訂
明
治
一
五
年
(
一
八
八
二
)
刊
本
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
共
に
揺
引
き
に
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
字
を
列

挙
す
る
の
み
で
、
碑
名
・
碑
諮
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
原
本
の
巻
六
・

七
・
八
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
が
『
隷
法
繋
纂
』
を
藍
本
と
し
た

も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
更
に
調
査
を
要
す
る
。

(
日
〉
原
文
「
碑
字
出
自
手
翠
、
一
諦
審
無
差
。
」

(
ず
〉
陳
国
慶
著
、
沢
谷
昭
次
訳
『
漢
籍
版
本
入
門
』
(
一
九
八
回
、
研
文
出

版
〉
第
一
一
一
章
・

4

「(
4
)
清
代
の
避
誇
」
に
は
、
つ
寧
H

の
字
は
H

簿
υ

ま
た
は
H

蜜
υ

に
嚢
聞
か
れ
た
。
」
と
あ
る
。
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